




異次元の少子化対策

子育て世帯の経済的な負担を軽減



H 2 9 H 3 0 H 3 1 R 2 R 3 R 4 R5

27人 2人 0人 0人 0人 0人 ０人

■待機児童数の推移（各年度4月1日時点）

幼児教育・保育の無償化対象範囲の拡大

「安定した仕事を持って、子どもを幸せに育てられるまち」を目指して

国の制度による無償化の範囲

宮古市が独自に無償化している範囲

保育に係る費用（利用者負担額）

県の制度による無償化への助成の範囲



国保税均等割の免除

「安定した仕事を持って、子どもを幸せに育てられるまち」を目指して

保税均等割の免除子どもの医療給付

県負担分は、所得制限あり



在宅子育て支援金制度

「安定した仕事を持って、子どもを幸せに育てられるまち」を目指して

県補助対象要件
・第２子～
・生後８週～３歳児童
・補助率１／２
（交付限度額月５千円）
・育児休業給付金を受給
している期間は除外



■現在、28名の方が返還免除

制度を利用しています。

①市内に住所を有していること ②就労していること

の２つの要件を満たす方は、申請により、奨学資金の

返還が免除となります。

■返還免除制度もさらに利用しやすく改正！

※申請に係る所得要件・学業成績要件を廃止します！
■貸付額
高校生＝月額４万円以内、入学一時金10万円以内
大学等＝月額８万円以内、入学一時金30万円以内
特別奨学生（大学等のうち授業料が高額な学校）

＝月額16万円以内、入学一時金30万円以内
■R5年度…54名の学生が利用中
・高校生………5名 ・大学生等……49名 ・特別奨学生…0名

令和６年度
から

月額 ２万円 → ４万円以内

にアップ！



医師等養成奨学資金貸付制度

制度
内容

・医師や看護師を目指す方に対する奨学資金の貸付
・卒業後、市指定医療機関への一定期間勤務により
貸付金償還を全額免除

対象者 将来、医師や看護師として市の指定医療機関で
業務に従事する意欲のある医学生や看護学生

貸付金額
など

⑴年度貸付金
＝授業料、入学金等

⑵月額貸付金（上限）
＝医 師：月額20万円
看護師：月額10万円

財源 過疎債100％

R4実績 貸付金額：23,472千円
(医学生１名、看護学生：12名）

※Ｈ25年度から事業開始
これまで医学生４名、看護学生20名が利用

宮古市の医師奨学
金は県内で一番充実

入学金及び授業料は
全て対象(上限無し)
月額貸付金は20万円で
生活費も心配なし

令和５年11月現在、
本制度を利用した
医師３名、看護師５名 が
市内の医療機関に勤務しています



■子育て支援の費用（例）

未
就
学
児

0～
2歳

年間534,000円
(44,500円×12月)

第1子：市負担
第2子：県負担

第3子以降：国負担
非課税世帯：国負担

徴収なし
※保育料に含む

年間約24,940円
外来1,500円超の1/2
入院5,000円超の1/2

：県負担
その他：市負担

児童手当
年間180,000円
(15,000円×12月)
2/3：国負担
1/6：県負担
1/6：市負担

3～
6歳

年間534,000円
(44,500円×12月)

全て国負担

年間56,400円
(4,700円×12月)

年収360万円未満：国負担
上記以外：市負担

児童手当
○第1子・第2子
年間120,000円
(10,000円×12月)

○第3子以降
年間180,000円

(15,000円×12月)
2/3：国負担
1/6：県負担
1/6：市負担

小
学
生

7～
12歳 ー

年間45,500円
(260円×175食)

全て市負担
年間約19,040円
入院5,000円超の
1/2：県負担
その他：市負担

中
学
生

13～
15歳 ー

年間52,500円
(300円×175食)

全て市負担
年間約18,630円

全て市負担

児童手当
年間120,000円
(10,000円×12月)
2/3：国負担
1/6：県負担
1/6：市負担

高
校
生

16～
18歳

○年間118,800円
(9,900円×12月)※県立高校
○年間396,000円
(33,000円×12月)※私立高校

ー 年間約20,400円
全て市負担

市奨学金
年間480,000円
(40,000円×12月)
全て市負担



市内に住む宮古さん一家の場合

■１年間に無償化の対象となる費用
A(保育園児) B(小学生) C(中学生) D(高校生) 合計

保育料
授業料 534,000 ０ ０ 118,800 652,800

副食費
給食費 56,400 45,500 52,500 ー 154,400

医療費
24,940 19,040 18,630 20,400 83,010

その他
(児童手
当相当)

180,000 180,000 120,000 ０ 480,000

合計 795,340 244,540 191,130 139,200 1,370,210
市 105,107 94,350 91,130 139,200 429,787

県 36,233 30,190 20,000 86,423

国 654,000 120,000 80,000 0 854,000





•

•

•



「実行」と「挑戦」で

持続可能なまちづくり を進めます！

▶ 宮古駅前再開発の準備
▶ 省エネルギーと再生可能エネルギーの導入による
「脱炭素」と「地域内経済循環」の実現

▶ 地域産業の再興

▶ 持続可能な公共交通の構築

▶ デジタル化によるサービス向上と業務改善





宮古駅前再開発の準備





目指す姿



目指す姿

集合ビル

公共施設

一般住宅
エネルギーの
地産地消

地域脱炭素に向けた取り組み

◆新里総合事務所◆
初期費用０円太陽光発電
初のEV公用車「日産サクラ」

脱炭素!
いっしょに、





宮古トラウトサーモン海面養殖

ホシガレイ陸上養殖
全国初！

ウニとナマコの複合的な陸上養殖





持続可能な 交通の構築

津軽石駅

磯鶏駅

崎山地区

鍬ヶ崎地区

八木沢地区

重茂地区

津軽石地区

川井地区 中心市街地

田老地区

田老駅

新里地区 千徳地区

蟇目駅 千徳駅

新田老駅

八木沢・宮古短大駅

払川駅

花輪地区

公共
バス

鉄道

小国地区

陸中川井駅 茂市駅
宮古駅

磯鶏地区

市の中心拠点施設と各地域を公共交通でつなぎ、広い市域から

市民の「誰もが移動しやすい」コンパクトなまちづくり

地域
バス

みんなでつくる みんながつながる 公共交通

持続可能な公共交通の構築に向けて

●公共交通空白地の移動手段の確保

●患者輸送バスのコミュニティバス化

●地域住民主体の共助型交通への支援

●宮古駅における跨線橋のバリアフリー化

●八木沢・宮古短大駅のアクセス改善

■ 田代地区（宮古）
■ 門馬地区（川井）

○新里
R2年10月～

○川井
R3年11月～

○田老
R4年12月～

※公共交通機関の利用
⇒ 環境にやさしい「省エネ」も推進

共助型
交通

門馬地区

田代地区

住民主体の共助型交通開始！



ホームの南側に
踏切を設置する
ことにより、
短大生や地域の
皆さんが使いや
すくなるよう駅の
整備を進めます。
R5：実施設計
R6：工事

県北バスでは、利用者の
利便性向上を図るため、
地域連携ＩＣカード「iGUCA」
を導入。

宮古駅の既存跨線橋にエレベータ棟
を設置（R６.３月完成予定）

〇通勤・通学定期券、回数券への助成
⇒購入費用の一部を地域商品券「地域通貨リ
アス」で助成

〇山田線沿線の魅力を体験！
⇒閉伊川流域の地域資源を活用した山田線
ツアーを実施

※「Suica」などの全国相互利用サービス対象
の交通系ICカードも利用できます

※「Suica」は東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。

〇「iGUCA」チャージ時のポイント付与
⇒5,000円チャージ時に500円分の
ポイントを付与（運賃の支払いに利用可）

〇高齢者エリア定期券
⇒70歳以上はバスが乗り放題の
高齢者エリア定期券の販売









・青野滝北残土置き場の活用

・遊休農地の増加

・人口減少、農業後継者不足

地
域
の
課
題

計画概要

臭気・排水対策OK！
雇用創出も！

期待するメリット

①新たな雇用の場の創出

②養豚関連事業（出荷、飼料運搬など）

③有機堆肥の製造による農地への還元

④各種地方税の増収

⑤新たな特産品開発等

⑥食産業、観光業などとの連携（ブランド化）

今後の予定
①11月28日(予定)
遠野市本社農場視察(田老地区住民対象)

②畜産クラスター事業の検討

③ウクライナ情勢などの影響による
資材等の高騰に伴い設備内容を再検討中

④他産業との連携検討




